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　この予報では，1988年は“全国高温，干ばつ”となっ

ている．大勢として今年の実況とはまるで反対の予報と

言ってもよいのだが，6月全国高温の実況を考慮して，

私は20点を与えることにしたのである．

　この表を一見してわかるように，1983年までの適中率

は平均して80点，未踏の超長期予報の成績としてはお見

事と言ってもよいであろう．ところがこの成績は83年か

ら84年にかけて途切れ，84年以後の適中率は平均24点，

これでは全く実用にならない．84年以後は予報文の全く

反対を予報した方が実状に近いのである．

　さて，以上のようなことから，私はここで様々な条件

の下で行われている現在の長期予報を全般的に批判しよ

うとするのではない．私はこのように予想がまるで反対

になったような時に，現在の気象の，何か本質的な特長

が姿をあらわしているように思われてならないのであ
る．

　私は20年以上も昔，長期予報の現場を経験した者であ

るが，私自身，もし現在の予報官と同じ立場におかれた

なら同じような見込みちがいをしたかもしれない．現在

の気象は，過去の経験を絶するような経過をたどってい

るらしい．妙な言い方だが，むしろ天気の方が少しおか

しいのではないかと私は考えるのである．そのおかしい

ことを具体的に示し，以後これを考慮することが長期予

報開発の一つの重要な方法であり，異常気象探究の第一

歩ではないかと思う．

　私はこの間題について一つの私見を持っており，現

在，印刷中のものがあるが，ここでそれを述べる前に，

主として現場で仕事にたずさわっている人達から，なぜ

大きな見込み違いが起ってしまったかを聴いてみたいの

である．

　その際，是非私が聴きたいことは，①実状の解析的説

明や，②今まで知らなかった知識一たとえばEI　Ni五〇

がだめならLa　Ni触を考えるというような一をつけ加

えることではなくて，③すでに現場で試みられた，どの

根拠が全く予想外の見込みを与えてしまったのかという

ことを，現在の技術批判の第一歩として具体的に示して

もらいたいのである．
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